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A coming of
   age ceremony

　

１
月
7
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化

交
流
会
館
で
、
平
成
30
年
成
人
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式

辞
を
、
北
島
町
議
会
議
長
、
島
田

県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
た

後
、
朝
日
地
区
の
吉
田
暉
さ
ん
と

木
下
塔
子
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表

し
て
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
自
ら

の
信
じ
た
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
朝
日
・
宮
崎
・

越
前
・
織
田
地
区
の
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

が
各
地
で
開
か
れ
、
新
成
人
た
ち

は
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や
恩
師

と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

朝
日
地
区

新
成
人
と
し
て

心
新
た
に

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

▲希望に満ちあふれた
　新成人のみなさん

▲祝辞に耳を傾ける新成人のみなさん

▲誓いのことばを述べる吉田さん（左）と木下さん（右）

特  集
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

▲町長から記念品を受け取る川崎大輝さん（宮崎地区）



　
12
月
22
日
、
県
庁
で
、
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
教
育
功
労
に
よ
り
佐
々
木
悦
夫

さ
ん
（
赤
井
谷
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
に
教
員
と
な

り
、
平
成
2
年
に
朝
日
西
小
学
校
（
現
在
の
糸

生
小
学
校
）
の
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
技
術
科
教
育
で
は
研
究
実
践
を
重

ね
、
丹
生
郡
内
は
も
と
よ
り
県
の
技
術
科
教
育

の
発
展
と
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
校
内
の

学
習
環
境
整
備
と
研
究
体
制
を
確
立
し
、
高
い

識
見
と
卓
越
し
た
指
導
力
で
教
職
員
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
月
6
日
、
劒
神
社
で
、
町
の
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
、
町
交

通
指
導
員
や
鯖
江
交
通
安
全
協
会
の
町
内
各
分

会
な
ど
45
人
が
参
列
し
、
一
年
の
交
通
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
中
橋
交
通
指
導
員
会
長
は「
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
員
と
も
に
町
の
交
通
安
全
の
た
め
献

身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
、
町
内

で
3
件
の
交
通
死
亡
事
故
な
ど
、
傷
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
よ
り
一
層
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
、
福
井
県
警
察
本
部
葵
分
庁
舎
で

全
国
防
犯
功
労
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町

防
犯
隊
長　

久
保
福
治
さ
ん（
西
田
中
）と
副

隊
長　

関
谷
孝
一
さ
ん（
八
田
）が
防
犯
栄
誉

銅
賞
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
隊
長
と
関
谷
副
隊
長
は
、
永
年
に
わ
た

り
町
防
犯
隊
員
と
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
犯
罪

防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　
佐
々
木　
悦
夫
さ
ん

交
通
安
全
を
祈
願

全
国
防
犯
功
労
表
彰　
防
犯
栄
誉
銅
賞
を
受
章

▲交通安全を祈願する参加者のみなさん

▲久保隊長（左）と関谷副隊長（右）

　
1
月
5
日
、
福
井
保
護
観
察
所
（
福
井
春
山

合
同
庁
舎
内
）
で
、
第
67
回
”社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
“作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
町
か
ら
は
、
6
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
齋
藤　
春
珠
（
宮
崎
小
6
年
）

福
井
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

　
北
島　
美
羽
（
萩
野
小
6
年
）

福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
荒
川　
恒
毅
（
城
崎
小
6
年
）

入
選

　
嘉
奈
万
由
子
（
越
前
中
2
年
）

　
佐
々
木
め
い
（
越
前
中
2
年
）

　
城
戸
優
衣
奈
（
朝
日
中
2
年
）

法
務
省
主
唱
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

▲入賞した荒川さん（左）、齋藤さん（右）と塚田保護観察所長（中央）▲感謝状を贈呈された三木さん（中央）

　
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
た
三
木
幸

恵
さ
ん（
新
保
）が
1
月
1
日
付
け
で
退
任
さ
れ
、

委
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

福
井
地
方
法
務
局
と
福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
で
山
下
三
紀
代
さ
ん（
小
樟
）、

再
任
で
鷲
田
武
和
さ
ん（
野
）が
、
法
務
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
、
平

成
32
年
12
月
31
日
ま
で
の
3
年
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

1
月
9
日
、
第
42
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数

１
０
７
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
部
門

で
は
、川
縁
功
さ
ん（
福
井
市
）の「
流
転
」
が
、

ま
た
写
真
部
門
で
は
、室
田
曻
さ
ん
（
鯖
江
市
）

の「
迫
力
」が
越
前
町
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
部
門

越
前
町
長
賞

　
川
縁　
　
功
（
福
井
市
）

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

　
金
巻　
信
男
（
越
前
町
）

越
前
町
商
工
会
長
賞

　
高
橋　
正
治
（
越
前
町
）

（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
木
村　
隆
信
（
福
井
市
）

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

　
堀
川　
恭
司
（
福
井
市
）

福
井
新
聞
社
賞

　
西
川　
正
三
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

入
選

　
増
田　
松
則
（
福
井
市
）

第
42
回 

あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　
入
賞
者
発
表

写
真
部
門

越
前
町
長
賞

　
室
田　
　
曻
（
鯖
江
市
）

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

　
桒
原　
義
孝
（
鯖
江
市
）

越
前
町
商
工
会
長
賞

　
佐
々
木　
修
（
大
野
市
）

（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
上
野
谷
絹
代
（
越
前
市
）

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

　
笹
原　
且
守
（
越
前
町
）

福
井
新
聞
社
賞

　
青
山　
嘉
子
（
鯖
江
市
）

入
選

　
郡
谷　
正
喜
（
福
井
市
）

▲写真部門越前町長賞「迫力」

▲ポスター部門越前町長賞「流転」

　

12
月
11
日
、
越
前
町
役
場
前
国
道
４
１
７

号
沿
い
で
、町
交
通
指
導
員
、丹
生
高
校
生
徒
、

役
場
職
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
、
道
行
く

ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
早
期
点
灯
」

と
「
ハ
イ
ビ
ー
ム
実
践
」
の
呼
び
掛
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
多
い
夕
暮
れ
時
に
は
、
ラ
イ
ト

を
日
没
30
分
前
か
ら
点
灯
し
、
夜
間
に
対
向
車

が
い
な
い
と
き
に
は
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
基
本
と

し
て
運
転
す
る
こ
と
で
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、「
お
も
い
や
り
ラ
イ
ト
運
動
」

と
し
て
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
本
町
で

は
、
初
め
て
の
試
み
に
な
り
ま
す
。

早
め
の
前
照
灯
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
実
践
運
動

▲町長が丹生高校生徒と一緒にドライバーに呼びかけました

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
通
信
制
で
は
、
月
に
3
回
程
度
日
曜
日
に
登

校
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
高
校
卒
業

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
中
高
年
の
み
な
さ
ん

が
卒
業
し
て
い
て
、
こ
の
制
度
で
卒
業
さ
れ
た

人
の
最
高
年
齢
は
80
歳
で
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
、
個
別
相
談
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

県
立
道
守
高
等
学
校
通
信
制　
生
徒
募
集

開
催
日　
2
月
11
日
㈰
、
2
月
25
㈰
、

　
　
　
　
　
3
月
11
日
㈰

問
合
せ
先　
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　
　
　
　
通
信
制
入
学
係

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
４

男女共同参画・人権のとびら

　12月18日、朝日小学校5年生の児童を対象に気づき事業が開かれました。
　今回は、仁愛大学人間学部コミュニケーション学科の織

お

田
だ

暁
あき

子
こ

先生に、「いろいろな仕
事について考える」をテーマに授業をしていただきました。
　授業では、さまざまな職業で、男女の垣根がなくなってきていることを知り、改めて
自分の将来の夢について考えてもらうことを目的としています。自分が持っている仕事
に対するイメージや男の人が多い職業、また女の人が多い職業はあるけれど、自分がな
りたい職業であれば、それを目標にがんばることができることを、織田先生は話されま
した。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業　in　朝日小学校

Vol.19

▲織田先生による気づき事業 ▲お友達の考えはどうかな

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
12
月
23
日
か
ら
27
日
ま
で
の
5
日
間
、
立
命

館
ホ
リ
ー
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
他
で
、
全
国
高
等
学

校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
24
校
、
女
子
24
校

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
は
、
こ
の
大
会
2
連
覇
が
か
か
る

丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
と
大
会
上
位
を
目

指
す
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま

し
た
。

　
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
2
連
覇
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
充
実
し
た
内
容
で
決

勝
を
戦
い
抜
き
、見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
2
回

戦
で
は
前
回
優
勝
の
強
豪
天
理
高
校
を
相
手
に

奮
闘
し
ま
し
た
が
、
僅
差
で
敗
退
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
男
子
）

1
回
戦
　

　
丹
生　
4
－
0　
修
明
（
福
島
県
）

2
回
戦

　
丹
生　
1
－
3　
天
理
（
奈
良
県
）

大
会
結
果
（
女
子
）　

2
回
戦

　
丹
生　
7
－
0　
紀
央
館
（
和
歌
山
県
）

準
々
決
勝

　
丹
生　
4
－
0　
米
沢
商
業
（
山
形
県
）

準
決
勝

　
丹
生　
5
－
1　
西
京
（
山
口
県
）

決
勝

　
丹
生　
1
－
2　
各
務
野
（
岐
阜
県
）

第
49
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

▲準優勝に輝いた丹生高校女子ホッケー部のみなさん（公社）日本ホッケー協会提供

　
12
月
25
日
か
ら
28
日
の
4
日
間
、
大
阪
市
中

央
体
育
館
他
で
第
31
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
福
井
県
選

抜
男
子
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

県
勢
で
の
本
大
会
で
の
優
勝
は
、
男
女
通
じ
て

初
め
て
の
快
挙
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
県
選
抜
に
は
、
町
内
か
ら
畑
虎
太
郎
さ

ん（
越
前
中
）が
中
学
2
年
生
で
た
だ
一
人
選

出
さ
れ
、
今
回
の
チ
ー
ム
の
躍
進
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　
畑
さ
ん
の
今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
31
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
1
月
8
日
、
大
野
市
で
、
第
12
回
日
刊
県
民

福
井
・
中
日
新
聞
杯
小
学
生
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
か
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
準
優
勝
と
い
う

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
12
月
3
日
に
開
か
れ

た
鯖
江
地
区
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

の
優
勝
を
初
め
、
12
月
9
日
に
開
か
れ
た
勝
山

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
杯
で
も
準
優
勝
し
、

今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
部
員
は
6
人
と
少
数
で
す
が
、
個
々

の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め

る
た
め
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　
大
健
闘

▲準優勝に輝いた越前男子JVCのみなさん

3
月
診
療
分
ま
で

　
県
内
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
受
給
資
格
証
を

提
示
し
、
医
療
費
を
支
払
う
と
、
2
か
月
後
に

支
払
っ
た
医
療
費
を
町
か
ら
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　
た
だ
し
、
小
学
1
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
の

医
療
費
の
振
込
み
は
、
※
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
に
な
り
ま
す
。

4
月
診
療
分
か
ら

　
県
内
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
新
し
い
受
給
資

格
証
を
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
支
払
い
は
不

要
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
小
学
1
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
の

医
療
費
は
、
※
自
己
負
担
金
の
み
支
払
い
が
必

要
で
す
。

※
自
己
負
担
金

（
母
子
・
父
子
家
庭
、
重
度
障
害
者
（
児
）

医
療
費
の
対
象
者
を
除
き
ま
す
）

通
院　
1
医
療
機
関
ご
と

　
　
　
1
か
月
に
つ
き
５
０
０
円

入
院　
1
医
療
機
関
ご
と　

　
　
　
1
日
に
つ
き
５
０
０
円

　
　
　
（
1
か
月
４
，０
０
０
円
を
限
度
）

院
外
処
方
の
薬
局

　
　　
自
己
負
担
金
な
し

　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
な
ど

は
、
後
日
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
支
払
い
方
法
の
変
更
の
ご
案
内
と
新

し
い
受
給
資
格
証
は
、3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５
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防災行政無線戸別受信機の設置をお願いします
防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

平成30年越前消防団出初式

表彰受賞者

　1月7日、織田ショッピングセンターメルシ周辺で、越前消防団出初式が行われました。災害につよい町
「越前町」を目指し、観閲では消防団・女性消防隊263人、消防車両17台が威風凛々とした姿勢を披露しま
した。
　また、一斉放水では指揮者の合図と共に一糸乱れぬ力強い放水を見せ、今年1年の無火災を祈願しました。
　最後に丹生分署で式典が行われ、功績のあった消防団員が表彰を受け、消防団員としての使命を今後も
果たしていくことを誓いました。

福井県知事表彰
功労章
越前消防団 副 団 長 上平　俊夫

永年勤続精績章

朝 日 地 区
第 1 分 団 副 分 団 長 岡山　克大
第 2 分 団 副 分 団 長 岡本　健一
第 2 分 団 班　  長 大橋　直人

織 田 地 区 第 1 分 団 分 団 長 佐々木崇至
越 前 地 区 第 2 分 団 分 団 長 山口　哲也

無火災竿頭綬
朝 日 地 区 第 2 分 団  1 年 3 か月

織 田 地 区
第 1 分 団  2 年 3 か月
第 4 分 団 20年 3 か月

越 前 地 区
第 4 分 団  4 年 9 か月
第 7 分 団  4 年 5 か月

宮 崎 地 区 第 5 分 団  4 年10か月

福井県消防協会長表彰
功労章
越 前 地 区 第 2 分 団 分 団 長 山口　哲也
宮 崎 地 区 第 5 分 団 団　　 員 河合　明宏

表彰章
朝 日 地 区 第 5 分 団 分 団 長 渡邉　正則

越 前 地 区
第 6 分 団 分 団 長 滝  　 明史
第 7 分 団 分 団 長 久保　高志

宮 崎 地 区 第 2 分 団 分 団 長 新谷　光栄

永年勤続精績章
越前消防団 副 団 長 上平　俊夫

住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です
申告期間

住民税申告・所得税の還付申告 2月1日（木）～3月15日（木）

所 得 税 の 確 定 申 告 2月16日（金）～3月15日（木）

　住民税申告、所得税の確定申告が始まります。該当する人は、町の申告会場や武生税務署で申
告をお願いします。
　確定申告書は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーを利用して作成できます。なお、
郵送や電子申告（e-Tax）で提出することもできますのでご利用ください。

　平成30年1月1日現在、越前町に住所がある人は、前年中に収入がない人でも住民税
申告が必要です。ただし、次に該当する人は住民税申告の必要がありません。
・所得税の確定申告をした人
・給与所得者で給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）が勤務先から町に提出され、かつ
給与所得以外に所得のない人
・老齢年金のみの人（ただし扶養、社会保険料、医療費、生命保険料、その他の控除を受けよう
とする人は申告してください）
・同一世帯の人の給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）や、住民税申告書、所得税の確
定申告書に扶養親族として記載されている人で、前年中に収入がない人

住民税申告

・所得（課税）証明書の発行ができません
・国民健康保険税の軽減、給付金や補助金などの支援を受けることができません

住民税申告をしないと

・1か所からの給与のほかに年金・事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与を2か所以上から受けていて、年末調整をしなかった給与所得と事業や不動産などの所得
の合計が20万円を超える人
・年金のほかに給与や事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与収入が2千万円を超える人
・各種所得の合計額が扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与や年金の源泉徴収票に記載されている扶養控除や配偶者控除などを修正する人

所得税の確定申告が必要な人

・平成29年の途中で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
・源泉徴収税額のある給与所得者・年金所得者で、年末調整を受けていない生命保険料控除や医
療費控除などを受けることができる人
・住宅ロ－ンを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

所得税の還付申告をすると納めすぎた所得税が戻る人
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住民税申告・所得税の還付申告

日　　　　　　　　時 場　　所 対象地区

2月1日（木）～ 3月15日（木）
（土・日曜日、祝日を除く）

午前9時～
午後4時

越前町役場 全 地 区

所得税の確定申告

日　　　　　　　　時 場　　所 対象地区

2月16日 （金） ～ 3月15日（木）
（土・日曜日を除く）

午前9時～
午後4時

越前町役場 全 地 区

2月21日 （水）・22日 （木） 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2月28日 （水）・3月1日 （木） 織田コミュニティセンター 織田地区

3月7日 （水）・8日（木） 越前コミュニティセンター 越前地区

　平成29年分の住民税申告書や所得税の確定申告書などを提出するとき、申告者本人・控除対象
配偶者・控除対象扶養親族・専従者のマイナンバーの記載が必要です。
　また、申告者本人の番号確認書類と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

申告の時の注意点１

住民税申告・所得税の確定申告などにはマイナンバーが必要です

　昨年から、町で受付する確定申告書の送付方法が、紙での送付から e-Taxを利用した電子送信
になりました。これに伴い、e-Taxを利用するための「利用者識別番号」の取得が必要となります。
申告会場で取得することができますが、事前に取得することもできます。
　なお、以前に取得された人は、利用者識別番号がわかるもの（昨年取得した際の控えや確定申
告のお知らせのハガキなど）を持参してください。

利用者識別番号を取得するためのホームページ
https://kaishi.e-tax.nta.go.jp/SU_APP/lnk/kaishiShinkiKojin

申告の時の注意点2

利用者識別番号の取得が必要です

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前に自
分でできる準備はしていただき、必要な書類を必ず持参してください。
・農業所得の申告をする人は、収支内訳書の作成（帳簿作成が義務付けられています）
・医療費控除またはセルフメディケーション税制の申告をする人は、明細書の作成
　（生命保険など各種助成金の受領額も集計してください）
・ e-Tax の利用者識別番号の事前取得

申告事前準備のお願い

問合せ先　税　務　課　☎34‒8709
　　　　　武生税務署　☎22‒0890（自動音声案内）

• マイナンバーカードだけで番号確認と本人確認が可能です
• ご自宅から e-TAX で送信すれば、確認書類の提示または添付が不要です

マイナンバーカードをお持ちの人

マイナンバーカードをお持ちでない人

番号確認書類
申告者本人のマイナンバーを
確認できる書類
•	通知カード
•	住民票の写し
	（マイナンバーの記載があるもの）

などのうちいずれか1つ

本人確認書類
記載したマイナンバーの持ち主
であることを確認できる書類
•	運転免許証
•	公的医療保険の被保険者証
•	パスポート

などのうちいずれか1つ
・自営業などの事業所得の確定申告や青色申告
・譲渡所得（不動産・株式）や山林所得などが含まれる確定申告
・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて受ける確定申告
・平成28年分以前の確定申告

次の申告は税務署でお願いします

町で受付をする申告相談の日程

申告書を作成する際は

国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」

をご利用ください。

「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って金額などを入力することで税額など
が自動計算され、申告書や収支内訳書などが作成できます。

https://www.nta.go.jp

検　索作成コーナー
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「
働
い
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に
迎
え
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
、
具
体

的
な
働
き
方
を
県
内
企
業
と
直
接
話
が
で
き
る

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時　
2
月
15
日
㈭

　
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
1
時
30
分
～
2
時

　
相
談
会　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

「
ち
ょ
こ
っ
と
働
く
！？
相
談
会
」
を
開
き
ま
す場　

　
所　
鯖
江
市
文
化
の
館（
鯖
江
市
水
落
町
）

参
加
費　
無
料

※
服
装
は
、
自
由
で
す
。

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
ふ
く
い
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

３
２‒

４
５
６
０

　
解
雇
・
賃
金
な
ど
、労
使
関
係
に
悩
み
や
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
問
題
の
専
門
家

福
井
県
労
働
委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
予
約
は
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

場　
　
所　
ア
オ
ッ
サ
6
階
研
修
室

　
　
　
　
　
（
福
井
市
手
寄
）

参
加
費　
無
料

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す

　
ま
た
、
夜
間
労
働
相
談
会
も
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。

日　
　
時　
2
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　
3
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
～
8
時

場　
　
所　
福
井
県
庁
内
会
議
室

参
加
費　
無
料（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

　
最
低
賃
金
が
、
12
月
24
日
か
ら
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
、
特
定
の
業
種
の
事
業
所
で
働
く
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
紡
績
業
、
化
学
繊
維
、
織
物
、
染
色
整
理
業

　
時
間
額
７
８
０
円

●
繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
時
間
額
８
４
４
円

●
電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
の
無
料
相
談
会
を
開

き
ま
す
。
相
続
登
記
を
長
い
間
放
置
す
る
と
、
相

続
権
の
あ
る
人
が
増
え
、
権
利
関
係
が
複
雑
に
な

り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
早

い
時
期
に
手
続
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
相
続
の
手
続
や
登
記
の
こ
と
に
司
法
書
士
の

相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
２
月
22
日
㈭　
午
後
１
時
～
４
時

　
１
人
30
分
程
度

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
改
正
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士　
相
続
な
ん
で
も
相
談
会

　
時
間
額
８
２
０
円

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
時
間
額
８
０
５
円

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
９
１

　
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
が
原
因
で
中
皮
腫
、

肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た
労
働
者
に
は
、
労
災

保
険
給
付
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
発
症
ま
で
の
期
間
が

非
常
に
長
く
、
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
労

働
者
が
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し
て

い
た
場
合
、
労
災
保
険
給
付
等
の
対
象
と
な
る

石
綿
関
連
疾
患
の
労
災
補
償
等
の
お
知
ら
せ可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福
井
労
働
局
ま
た

は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
労
災
補
償
課

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
５
６

　
武
生
労
働
基
準
監
督
署

　
　
☎
２
３‒

１
４
４
０

場　
　
所

　
越
前
町
役
場　
別
館

相
談
例

◦
登
記
名
義
が
先
々
代
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

◦
相
続
人
の
一
人
が
行
方
不
明
で
、
遺
産
の
分

割
協
議
が
で
き
な
い
。

◦
今
か
ら
遺
言
書
を
作
成
し
て
お
き
た
い
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

１
６
６
９

A word from the international arena...

Vol.133
国際交流室から一言

福岡県みやま市からお友達が越前町を訪れました

問合せ先　国際交流室　☎34‒8713

　1月19日から21日の3日間、今年も福岡県みやま市の小学生16人が、越前町を訪れ、越前町の
児童と交流しながら、町の魅力を満喫しました。昨年11月に同市を訪れた越前町の児童は、歓迎
式ではホスト役を務め、自分たちが準備したゲーム交流を行うなどお互いに再会を喜びました。
　訪問団は、この交流のきっかけとなった「幸若舞」や越前がにについて学び、福井総合植物園プ
ラントピアではクラフト体験を、陶芸村では越前焼の絵付けも楽しみました。また、ユニホック体
験では、班ごとのチームワークが発揮され、対戦は大いに盛り上がりました。最後の雪体験ではソ
リに乗ったり、雪合戦をしたり、笑顔いっぱいで元気に遊んでいました。
　2泊3日の訪問はあっという間でしたが、両市町の子どもたちの友情はさらに深まったようで、
お別れ式では連絡先を交換するなど、別れを惜しむ姿が見られました。

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  12月16日～1月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成29年度  茂原地区避難路整備工事 茂 原 4,590,000 橋本建設㈱ 防災安全課

平成29年度  内の宮団地解体工事 織 田 4,017,600 オタ建設㈱ 定住促進課

平成29年度  町道福井線道路改良工事（その５） 上 糸 生 5,218,560 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成29年度  町道福井線道路改良工事（その６） 上糸生・小倉 7,628,040 丹南開発㈱ 建 設 課

　
平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ

な
い
人
の
た
め
に
、
休
日
交
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
2
月
25
日
㈰　
午
前
9
時
～
正
午

場　
　
所　
住
民
環
境
課

　
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
2
月
23
日

㈮
正
午
ま
で
に
、
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
の
お
知
ら
せ問

合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

▲歓迎式でじゃんけん列車ゲーム ▲訪問団が越前がにの説明を聞きました

▲プラントピアで楽しくクラフト ▲宮崎小学校自然公園で雪遊び

広報 えちぜん13 平成30年２月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 12平成30年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん



広報 えちぜん 14平成30年２月号広報 えちぜん15 平成30年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ェ
ス
タ
を
今
年
も
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開

き
ま
す
。
ガ
ラ
ス
細
工
や
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
っ
て
、
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
じ
ゃ
お
う
！

日　
　
時

　
2
月
18
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

場　
　
所

　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　
　
容

　
◦
カ
ラ
フ
ル
ガ
ラ
ス
細
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
◦
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
◦
お
餅
つ
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
◦
新
保
子
ど
も
会
太
鼓
披
露

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
　
～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

対
象
者

　
小
学
生
、
幼
児

※
幼
児
は
、保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒
７
７
１
０

　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
ワ
ー
ル
ド

キ
ッ
チ
ン
を
今
年
も
開
き
ま
す
。

　
海
外
出
身
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
外
国
籍

料
理
の
調
理
と
試
食
を
し
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　
米
国
料
理
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
等

　
　
　
　
　
（
予
定
）

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　
　
員　
30
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
2
月
16
日
㈮

問
合
せ
先　
国
際
交
流
協
会　
☎
３
４‒

８
７
１
３

外
国
籍
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
活
動
の
場
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
「
く
ま
カ
フ
ェ
」
が
本
格
的
な
喫

茶
店
と
し
て
3
月
21
日（
水・祝
）に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
や
煎
茶
、
数
量
限
定
の
こ
だ
わ
り

卵
か
け
ご
飯
、
季
節
限
定
の
お
か
ず
な
ど
西
三

区
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
軽
食
や
飲
み

物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

営
業
日　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

営
業
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

休
業
日　
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

場　
　
所　
越
前
町
熊
谷
41‒

15

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
県
内
で
活

動
し
て
い
る
鈴
木
幸
一
氏
に
よ
る
「
く
ま
ち
ゃ

ん
人
形
劇
」
を
行
い
ま
す
。

「
く
ま
カ
フ
ェ
」
が
本
格
オ
ー
プ
ン

く
ま
ち
ゃ
ん
人
形
劇

　
日　
時　
3
月
24
日
㈯　
午
後
1
時
～

　
定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

問
合
せ
先　
西
三
区
自
治
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
４
１
２

　
た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ
で
は
、今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ラ
オ
ケ
大
会
「
め
ざ
せ
！
ラ
ジ
オ
の
星
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
で

生
放
送
し
、
ま
た
上
位
入
賞
者
の
歌
声
が
1
年

間
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
出
演
部
分
の
Ｃ

Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
丹
南
地
区
の
特
産
品
な
ど
素

敵
な
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
観
覧
は
無
料
で
、
飲
食
物
の

販
売
ブ
ー
ス
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。　

日　
　
時　
3
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
頃

場　
　
所　
市
民
ホ
ー
ル
つ
つ
じ

　
　
　
　
　
（
鯖
江
市
本
町
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
「
め
ざ
せ
！
ラ
ジ
オ
の
星
」
出
場
者
募
集

定　
　
員　
50
組

参
加
費　
３
，５
０
０
円
（
Ｃ
Ｄ
代
込
み
）

　
　
　
　
　
当
日
の
観
覧
は
、
無
料
。

問
合
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ん
な
ん
夢
レ
デ
ィ
オ

　
　
　
　
　
☎
５
３‒

２
５
６
２

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の「
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
き
ま
す
。

　
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
音
楽
団
体
に
よ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
2
月
25
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
開
演

場　
　
所

　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

出
演
団
体

　
大
正
琴

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
琴
零
会
）

　
　
笑
琴
会
＆
グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
福
井
水
仙
会
）

　
　
水
仙
グ
ル
ー
プ
＆
み
や
び
会

　
合
奏

　
　
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

　
　
ま
り
ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

　
　
フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
織
田
教
室

　
　
Ｏ
Ｔ
Ａ 

ウ
ク
レ
レ 

ク
ラ
ス
タ

　
邦
楽

　
　
楓
の
会

　
　
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
音
’Ｓ

　
雅
楽

　
　
越
前
青
楽
社

　
歌

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　
合
唱

　
　
童
謡
わ
ら
べ

　
　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団
ニ
ュ
ー
エ
コ
ー
ズ

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
11
回
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

▲童謡わらべのみなさん

▲宮崎ハワイアンダンス クワヒヴィ会
　のみなさん

▲福井県日吉太鼓のみなさん

▲フジオカリナ織田教室のみなさん

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
を
開
き

ま
す
。

　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
太
鼓
、
剣
詩
舞
、
ダ

ン
ス
な
ど
20
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

日　
　
時

　
3
月
4
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
開
演

場　
　
所

　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

出
演
団
体

　
伝
統
芸
能

　
　
八
田
獅
子
舞
保
存
会

　
太
鼓

　
　
福
井
県
日
吉
太
鼓

　
吟
舞

　
　
宮
崎
物
語
ク
ラ
ブ

　
　
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会

　
　
　
宮
崎
、
み
や
ざ
き
子
ど
も
、
織
田
、

　
　
　
あ
さ
ひ
、
あ
さ
ひ
少
年
教
室
、

　
　
　
あ
さ
ひ
幸
若
の
会

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス 

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス 

Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス 

Ｂ
Ｅ
Ｅ

　
踊
り

　
　
手
話
サ
ー
ク
ル 

す
い
せ
ん

　
詩
吟

　
　
紫
洲
流
福
井
明
吟
会 

朝
日
支
部

　
　
吟
道
光
世
流 

朝
日
支
部

第
9
回 

芸
能
祭

　
日
舞

　
　
藤
真
会

　
　
千
里
会

　
民
踊

　
　
カ
ト
レ
ア

　
　
う
ぐ
い
す
会

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０



歳忘れときめきながら夢を追う	 山田千栄子
再開に胸ときめかすハイヒール	 松村　典子川 柳 我が名前不満足にて年かさね	 冨田コズヱ

頂いた名前と苦楽共にする	 渡辺　照子川 柳

2月の休館日　5・13・19・26日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　2月のイベント情報

今月の陶と「　　」と花のテーマは…
「野の花のプチコサージュ」

　福井県ゆかりの「岡倉天心」。岡倉天心が心のふるさととして愛した地 “福井 ”
　その地から生み出される越前焼と、凛とした立ち姿が美しい水仙が甘くささやき
あっているかのような様子は天心の審美眼にはどのように映るのでしょう。岡倉天心
生誕の2月14日に合わせ、「水仙と越前花器の甘いささやき展ー後期ー」を開催中です。

　越前焼窯元が丹精込めて作り上げた「酒器」の数々を一
堂に展示した中、相手を想う気持ちが溢れる「絵手紙コン
テスト」を同時開催。春に向けた心和む展示会です。

　卒業・入園・入学式におしゃれなアーティフィ
シャルフラワー（高級造花）で作ったコサージュ
で晴れの日を彩りませんか。もちろんちょっと
したお出掛けにも！

会　期　開催中～2月18日（日）　※会期中休館日：5・13日
時　間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入場料　無料

会　期　2月24日（土）～3月25日（日）
※会期中休館日：2月26日・3月5・12・19・22日
時　間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入場料　無料

日　時　2月18日（日）　午後1時30分～
　　　　（事前の予約が必要です）
参加費　1,200円 ( 材料費込み）
ご用意いただくものはありませんので、気軽に
手ぶらでいらしてください。

水仙と越前花器の甘いささやき展　2017後期
～岡倉天心　心のふるさと福井～

響きあう酒器展

前回開催の様子

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

春
の
七
草
が
ゆ
を
楽
し
も
う

　
現
在
の
七
草
粥
は
、
1
月
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
園
で
は
春
の
野
花
が
芽
吹
き
始
め
る

早
春
、
旧
暦
の
七
草
に
ち
な
ん
で
、
2
月
上
旬

に
来
園
さ
れ
た
お
客
様
に
七
草
粥
を
振
る
舞
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
春
の
七
草
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
2
月
3
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
2
時

冬
の
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
イ
ベ
ン
ト
情
報

宮 

誠
而
氏　
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
展

　

植
物
写
真
家
宮
誠
而
氏
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
・

フ
ォ
ト
の
新
作
「
花
掛
軸
」
を
展
示
し
ま
す
。

　
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
は
、
植
物
の
姿
を
学

術
的
な
用
途
に
も
足
り
る
ほ
ど
正
確
に
精
密
に

撮
影
し
た
写
真
の
こ
と
で
、
宮
誠
而
氏
の
造
語

で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
技
法
を
応
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
画

像
を
長
期
保
存
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の

が
、「
大
和
写
真
」
で
す
。
こ
れ
は
、
顔
料
イ
ン

ク
で
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
画
像
を
掛
軸
に
表
装
し

た
も
の
で
、
１
０
０
年
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▲アジサイを題材にした花掛軸

広報 えちぜん 16平成30年２月号広報 えちぜん17 平成30年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ健康な暮らしのために

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第30回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

かかりやすいがんの第１位

　男性では第1位、女性では第3位と、男女
ともにかかりやすいがんです。
　かかりやすいがんですが、早期に発見し治
療すれば、96％以上が治ります。
　早期のがんなら、胃を取らずに内視鏡でが
ん細胞だけはぎ取る治療などがあります。

早期には自覚症状がほとんどない

がん検診　愛する家族への　贈り物　今月は、「胃がん」です。

　胃がんは、進行の程度に関らず、自覚症状がない場合が多く、
あっても、胸やけや食欲不振など軽いものです。大きな異常を感
じてから受診するのでは、手遅れになる場合があります。
　胃がん検診の方法として、“効果がある”と判定されている検査
は、「胃部エックス線検査」と「胃内視鏡検査」です。50歳以上の
人は2年に1回、このいずれかを受けることが推奨されています。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
2 月 4 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

2 月11日㈰ 両林医院 ☎37–0005

2 月12日㈪ 藤田医院 ☎34–0044

2 月18日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

2 月25日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♠3歳児健診
2 月15日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥子どもの相談会（予約制）
2 月20日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♦介護おはなし会（予約制）
 2 月22日㈭ 午前10時30分～午後 2 時 泰澄の杜

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 2 月 6 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター

 2 月13日㈫ 社会福祉センター

 2 月20日㈫ 越前地域福祉センター

 2 月27日㈫ 織田コミュニティセンター

♠マタニティスクール（予約制）
2 月18日㈰ 午前10時～正午 越前町生涯学習センター

♠離乳食教室・前期（予約制）
2 月 8 日㈭ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
2 月27日㈫ 午前 9 時30分～正午 役場別館

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
	 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
	 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

胃がんの予防にも気をつけましょう

　胃がんのリスクを確実に増加させるものとして次の
ものがあります。
◦タバコ　◦塩分の摂りすぎ
◦ヘリコバクターピロリ菌の感染

ピロリ菌抗体検査
　ピロリ菌に感染している（または感染したことがあ
る）かどうかをみる検査です。町の集団検診でも実施
しています。
　検査結果が陽性の場合、胃内視鏡検査などの精密検
査を受け、必要な場合には薬を服用し除菌をします。慢
性胃炎などと診断された場合は、保険適用となります。
　胃がんの診断はできないので、ピロリ菌抗体検査を
受けた人も、除菌した人も、50歳以上の人は2年に1
回の胃がん検診を受けましょう。

50歳以上の人は2年に1回、
検診を受けましょう

胃部エックス線検査
　発砲剤で胃をふくらませ、140ml
のバリウムを飲んでレントゲン撮影
をします。胃の表面の凸凹や形をみ
て病気の有無を判断します。検査時
間は10分ほどで、放射線被爆はほと
んどありません。

胃内視鏡検査
　カメラを口や鼻から通し、胃の内
部を確認します。胃がんが疑わしい
ときは、組織を採って検査します。
　胃部エックス線検査で、異常が見つ
かった際の精密検査にも使われます。



蔵書点検のための休館のお知らせ
図書館だよ

り

広報見聞録
　広報担当者が、町の「広報」に関する情報をみな
さんにお届けする見聞録。今回は、音訳ボランティ
ア「音訳クラブ」のみなさんをご紹介します。
　音訳クラブのみなさんは、視覚に障がいがある人
のために、広報誌などを読み、録音しています。音
訳クラブのみなさんは、9人で活動をされていて、
毎月広報えちぜんが発行されると、パート毎に音訳
し、録音したテープを視覚に障がいがある人にお届
けしています。
　音訳ボランティアを始めたきっかけは、代表者の
伊藤マサ子さん（梅浦）が、視覚に障がいがある人
に依頼され、観光雑誌を読んであげたことだそうで
す。伊藤さんは、家電などの説明書や本の音訳とあ
わせて、広報の音訳を平成3年から始められ、現在
も続けていらっしゃいます。

　音訳のテープの希望は、越前町社会福祉協議会
（☎34‒2388）にご連絡いただきたいので、お知り
合いの人で音訳のテープを希望されている場合は、
ご紹介をお願いします。

問合せ先　総務課　☎34‒8700

第5回

▲音訳クラブのみなさん

順番が見えぬ長蛇の福袋	 司辻　文子
生涯を支える名前ありがとう	 向当みつ子川 柳 姓名判断決めた名前に左右され	 山内　千代

新米の味にときめくいちほまれ	 山谷　ゆり川 柳 広報 えちぜん 18平成30年２月号広報 えちぜん19 平成30年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

　町立図書館と越前・宮崎分館は、下記の期間、蔵書点検のため臨時休館します。
　蔵書点検は、図書があるべき場所に収まっているか、行方不明の資料はないかなどを点検する作業です。
　利用者のみなさんにおかれましては、ご理解をお願いします。

　11月21日、北陸労働金庫丹南支店様から児童書11冊の寄贈がありました。
　今回は、越前分館に教科書で学ぶ内容と関連した図書をいただきました。

グリズリー　アラスカの王者（新装版）／平凡社

だいすきしぜん　たんぽぽ／フレーベル館

天の火をぬすんだウサギ／評論社

みいつけた！がっこうのまわりのいきもの（全8巻）／
学研教育出版

越前分館　2月13日（火）～ 16日（金）　　町立図書館　2月19日（月）～22日（木）

宮崎分館　3月12日（月）～ 14日（水）　　※図書の返却は可能です。ブックポストなどをご利用ください。

　図書館休館期間

北陸労働金庫丹南支店から贈り物

問合せ先	 町立図書館　☎34–0395
	 宮 崎 分 館　☎32–7712
	 越 前 分 館　☎37–7713
	 織 田 分 館　☎36–2288

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

　「自分のしたいことはするけど、なかなか言うことを聞いてくれない」 「コミュニケーションがとりにくい」 「落着
きがなく、マイペース」 「お友達とうまく遊べない」など、子育てしている中で、どう対応していいのか、困ってい
ることありませんか？
　お子さんの行動を理解するポイントや、子育てで心がけておきたいコツを学びます。保護者だけでなく、地域で
子どもを育むため、町民のみなさんに学んでいただく講演会ですので、どなたでもご参加いただけます。

　発達障がいの早期発見・早期支援・途切れない支援のため、毎月1回臨床心理士の「子どもの相談会」、
2か月に1回「すまいる教室」（発達支援教室）を実施しています。日時は、広報えちぜんに掲載している
「こころとからだのカレンダー」や町ホームページをご覧ください。

日　時　３月17日（土）　午後1時30分 ~3時

場　所　織田コミュニティセンター

講　師　福井県こども療育センター　次長　津田明美先生

参加費　無料

定　員　100人（事前の申込みが必要です）

※託児（未就学児）のご希望は、申込みの際にお伝えください。

子育て講演会　発達が気になる子の上手な育て方
～お子さんの自信へつなげる関わり方のコツ～

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　小児科医師。発達障がい
のあるお子さんの診察を主
体に、県内各地の保健セン
ターや保育所などで発達相
談、職員研修をおこなって
います。

講師プロフィール

予防接種のお知らせ

　昨年の春、麻しんの流行が大きな問題となりました。麻しんは、感染力が強いウイルス感染症で、気管
支炎や肺炎、脳炎など重い合併症となる危険性があります。特効薬はなく、ワクチンの接種で予防できる
病気です。まだ接種していない人は、体調が良いときに忘れずに接種しましょう。

対象者 ①1歳から2歳になるまでのお子さん（第1期）
 ②小学校入学予定（平成23年4月2日から24年4月1日生まれ）のお子さん（第2期）
	 ※②の対象者は、3月31日（土）が接種期限となり、4月1日以降の接種は有料（約1万円）になります。

麻しん・風しん混合（MR）予防接種はお済みですか

　麻しん・風しんは、人から人へ感染する可能性がある病気です。丹南健康福祉センターでは、感染の流
行を予防するために、感染が疑われる人を確認しています。麻しんや風しんと診断された場合は、血液、尿、
咽頭ぬぐい液などの採取と健康状態の観察を行います。

麻しん・風しんと診断されたら検査と調査にご協力ください

　インフルエンザは、かぜとは違い症状が重く、子どもや高齢者など抵抗力の弱い人がかかると
重症化しやすいので、注意が必要です。早めの予防と症状がでたら早期に受診することが大切です。

予防のポイント ① 外出後の「うがい」「手洗い」をしましょう
 ② 人混みや繁華街への外出を控えましょう
 ③ 症状の重症化をさけるために、無理せず早めに医療機関を受診しましょう

インフルエンザが流行中です
インフルエンザの
予防法を動画で

チェック



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

ときめいて愛は静かに母となる	 原　　榮子
順番でいけば今頃花の園	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成30年２月号広報 えちぜん21 平成30年２月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 2 月 7 日（水） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 2 月14日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 2 月13日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 2 月13日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 2 月 6 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 2 月21日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。
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人　口	 22,018人

　男	 10,673人
　女	 11,345人
世帯数	 7,277戸

（前月より20人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

2月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

住民税申告と所得税確定申告
【2月3日㈯～2月16日㈮】

国際交流室から一言☆出張版
【2月17日㈯～3月2日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「丹南歴史探訪」
第23回福井国体の軌跡①
ホッケーの町　越前町が輝いた日

【2月10日㈯～2月16日㈮】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）
朝日空手スポーツ少年団

【2月24日㈯～3月2日㈮】
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区
の
大
釜
屋
窯
跡
に
属
す
る
岳
ノ
谷

窯
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果

に
よ
っ
て
、
当
時
の
越
前
焼
生
産
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

	

室
町
時
代
後
期
は
、
越
前
焼
生
産
に
と
っ
て
大
き
な

画
期
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
窯
場
が
平
等
周
辺
に

一
極
集
中
す
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

Ｅ
子　
窯
場
が
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
場
所
で
窯

が
造
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ　
は
い
。熊
谷
支
群
で
は
操
業
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
な
ぜ
、
１
箇
所
で
越
前
焼
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
か
？

学
Ｍ　
理
由
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
為
政
者
に
よ
る

窯
業
生
産
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
と
す
る
政
治
的
な

要
因
や
、
効
率
よ
く
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
た
め
と

い
っ
た
経
済
的
な
要
因
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

確
実
な
の
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
、平
等
周
辺
に
の
み
窯
が
築
か
れ
、越
前
焼
が
生

産
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

Ｅ
子　
そ
う
い
え
ば
、『
劔
神
社
文
書
』に
越
前
焼
に
関
す
る

記
述
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

学
Ｍ　
享
禄
元
年（
一
五
二
八
）の
劔
神
社
収
入
一
覧
を
見
る

と
、越
前
焼
を
生
産
す
る
際
に
、平
等
村
か
ら
劔
神
社

に
一
定
額
の
公
事
銭
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

記
述
か
ら
、
劔
神
社
が
陶
器
生
産
を
掌
握
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
評
価
す
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

Ｅ
子　
窯
印
の
件
も
含
め
て
、
劔
神
社
と
越
前
焼
生
産
は
関

係
が
深
い
で
す
ね
。

学
Ｍ　
た
だ
し
、違
う
研
究
者
に
よ
る
と
、あ
く
ま
で
窯
場
を

築
く
山
中
の
利
用
料
を
劔
神
社
に
支
払
っ
て
い
た
だ

け
と
の
考
え
も
あ
り
、よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子　
こ
の
時
期
に
は
、
窯
業
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
に
大

き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。一
方
で
、焼
物

を
作
る
技
術
自
体
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ　
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

　
広
報
え
ち
ぜ
ん
を
平
成
17
年
2
月
発
行
の
創
刊
号

か
ら
読
み
終
え
て
、
最
近
は
家
に
あ
っ
た
広
報
あ
さ

ひ
を
読
み
漁
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
の
広
報
誌
は
、
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
フ
ォ

ン
ト
な
ど
は
決
し
て
読
み
易
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
密
着
し
た
話
題
や
町
民
の
み

な
さ
ん
の
写
真
が
多
く
、
記
事
か
ら
は
当
時
の
町
の

活
力
が
伝
わ
り
、
内
容
に
は
引
き
込
ま
れ
る
も
の
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
あ

り
、
見
て
い
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
昔
よ
り
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
、
仕
方
な
い
面
も

あ
る
の
で
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
読
み
た
く
な

る
よ
う
な
地
域
の
話
題
を
も
っ
と
掲
載
で
き
る
と
い

い
の
に
、
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
え
ち
ぜ
ん
12
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
図

書
館
だ
よ
り
」
の
中
で
、
山
田
竣
太
さ
ん
の
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
し
て
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。

西
田
中	

田
島　

正
昭
さ
ん
（
70
歳
）

上
川
去	

平
鍋　

芳
恵
さ
ん
（
46
歳
）

岩　

開	

三
村　

輝
子
さ
ん
（
90
歳
）

田　

中	

古
河　

秀
公
さ
ん
（
75
歳
）

栃　

川	

木
下　

治
生
さ
ん
（
96
歳
）

宝
泉
寺	

小
川　

愛
子
さ
ん
（
94
歳
）

下
糸
生	

﨑　

俊
美
さ
ん
（
70
歳
）

江　

波	

向
當
ふ
じ

さ
ん
（
103
歳
）

上　

野	

山
田　

重
滿
さ
ん
（
79
歳
）

玉　

川	

岩
本
久
一
郎
さ
ん
（
86
歳
）

梅　

浦	

道
畑
美
代
子
さ
ん
（
77
歳
）

　

宿	

皆
川　
　

猛
さ
ん
（
75
歳
）

　

宿	

寺
澤　

忠
雄
さ
ん
（
91
歳
）

小　

樟	

山
下　

菊
枝
さ
ん
（
92
歳
）

小　

樟	

上
杉　

忠
雄
さ
ん
（
90
歳
）

大　

樟	

泉　

ト
メ
ヲ
さ
ん
（
93
歳
）

　

厨	

熊
谷　

幸
雄
さ
ん
（
85
歳
）

茂　

原	

仲
村　

俊
信
さ
ん
（
71
歳
）

市　

場	

奥
田　

利
枝
さ
ん
（
90
歳
）

四
ツ
杉	

向　
　

清
治
さ
ん
（
84
歳
）

下
山
中	

中
西
シ
ヅ
子
さ
ん
（
95
歳
）

細　

野	

原
み
ど
り
さ
ん
（
70
歳
）



今回は、上野区（織田）と小倉区で行った
「つるかめ教室」をご紹介します。

　上野区（織田）では、つるかめ体操の後に、足指体操を行っていました。足の指を動かすことは、転倒予
防になるため、みなさん一本一本丁寧に足の指を動かしていました。すべての体操が終わると、みなさんで
仲良くお話して、楽しまれていました。

　これから活躍が期待される50 〜 70歳代の人を対象に、介護予防サポーター養成講座を毎年開催し
ています。講座を修了するとつるかめ教室のボランティアで活動することができ、介護予防サポーター
を対象にした、健康についての研修会などに参加することもできます。
　今年の介護予防サポーター養成講座は、6月中旬から7月上旬にかけて開催を予定しています。介
護予防サポーターに興味のある人は、ぜひご参加ください。参加募集は、広報えちぜん6月号でお知
らせします。
※介護予防サポーターになるためには、3回の講座の内2回以上の講座に参加する必要があります。

朝日地区 宮崎地区 越前地区 織田地区

朝日、上川去、佐々生、
新庄、田中、市、乙坂、
栃川、宝泉寺、横山、
牛越、大畑、小倉、
葛野、野田、下糸生、
上糸生、森、天谷

西三区、小曽原、樫津、
円満、宇須尾

上瀬、下側・上側、
鷺崎、新保、城ヶ谷、
小樟、道口、厨、茂原、
白浜、高佐、米ノ

北、東、高橋、馬場、
上野、寺家、市場、
平等、中、大王丸、
三崎、細野、赤井谷、
入尾、萩野の里、脇谷、
上戸

　最近「ちょっと足腰の力が衰えてきたなぁー」 「肩こり、腰痛、
膝痛が治りにくい」と感じているみなさん、みんなでつるかめ教
室に参加してみませんか？つるかめ体操で丈夫な体をつくりませ
んか？
　元気な時から介護予防教室に参加し運動習慣を身に付けて、い
つまでも若々しく、はつらつとした「健康長寿」を目指しましょう！

　つるかめ教室は、平成21年から始
まった教室です。当初は、11か所で
行っていましたが、平成29年度には
56か所まで増えました。
　つるかめ教室の内容も、つるかめ体
操だけではなく、テレビや雑誌で紹介
された健康体操を行ったり、輪投げな
どのレクリエーションをしたりと各地
区ごとにさまざまで、介護予防サポー
ターが工夫して取り組んでいます。

　つるかめ体操は、つるかめ教室で行っている越前町独自の体操です。内容は、ストレッチ体操や日常生活
で必要な筋力のアップを目的とした体操です。
　ご高齢のみなさんでも体操がしやすいように、座りながら、寝転がりながら、気軽に体操ができ、また準
備物もいらないので、どこででも体操をすることができます。
　この体操をすることで、元気で長寿でいられることを願って、つるかめ体操と名付けられました。

つるかめ教室で健康長寿

　小倉区では、出前講座として栄養教室を行い、健康保険
課の榎本管理栄養士から血糖値の話を中心に、どのような
食べ物が血糖を上げてしまうのかを説明しました。参加者
のみなさんは、ご飯やパン、果物の中に含まれている糖分
の量を聞いて驚いていました。普段の教室では、みなさん
が楽しめるような内容を介護予防サポーターが考え、日々
活動し、体操以外にも出前講座として口腔教室や栄養教室・
健康教室・レクリエーション教室なども行っています。

開催日時や場所などの詳しい内容は、地域包括支援センターまでお問い合わせください。問合せ先　地域包括支援センター　☎34－8729

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ つるかめ教室の歴史は長い！

つるかめ体操ってなに？

LET'
S

つるか
め

座りながら行う体操のため、
気軽に参加することができます。

介護予防サポーター募集！ つるかめ教室実施地区

特  集

広報 えちぜん 22平成30年２月号広報 えちぜん23 平成30年２月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

広報 えちぜん 24平成30年２月号

元気いっぱい　のびのび　おぞわらっこ！
～見て・触って・感じる遊びをとおして～

発
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

第10回のおでこま♪は、わたしが普段働いている越前
町観光連盟がある『道の駅越前』のご紹介をします♡

act.10 道の駅 『越前』

小曽原名物「どろんこお風呂」のできあがり

その日にとれた8種類以上の
新鮮なネタが丼にのります。
カニも入ってデカ盛りすぎ！！

スーパーでは買うことができない大きくて
おいしい『もぎたての会苺部会』のイチゴ♡
毎年イチゴのシーズンがまちどおしい♡

露天風呂からの景色は絶景♡
夕日がしずむ時間はホントに贅沢！

かねいちの浜
は ま

活
か つ

アンテナショップ 漁火温泉

どこまで

とんでくかな？

いっぱい

採れそう

これ

なぁ～に？

今年で4年目を迎える道の駅『越前』は、ご当地の
お土産物や新鮮な野菜などが販売される『アンテナ
ショップ』や、お魚屋さんが経営する『お食事処かね
いち』、温水プール『アクティブハウス』、日本海を見
渡すことができる『漁火温泉』がある、たくさん遊べ
る道の駅です。

道の駅『越前』 って？ 道の駅内にある観光案内所で、
来て頂いたお客様や電話での
観光案内をしています♡
たくさんのお客様に来ていただくにはどうしたらいい
か？とスタッフみんなで毎日奮闘中です。気軽に遊び
に来てください♡

道の駅でなにをして
いるの？

～小曽原保育所～No.10
すくすく通信

春に植えた枝豆の収穫です
初めてみるものに興味津々

土粘土の感触を楽しんでいるね一人ずつ慎重に池を渡っています

いい～

気持ち☆


